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Ｑ　　
＆Ａここが聞きたい

－第 7 回（12月）定例会－

23年12月定例会は、12月7日、8日に開かれ、報告5件、条例関係3件、
補正予算3件、規約変更1件を原案どおり可決し閉会した。

■
専
決
処
分
の
報
告

◆
工
事
名

22
年
度
（
繰
越
）
農
山
漁

村
地
域
整
備
交
付
金
事
業
林

道
松
原
線
開
設
工
事

契
約
金
額
が
62
万
６
千
円

増
額
し
６
、
６
９
８
万
６
千

円
。

契
約
の
相
手
方

（
株
）
仁
淀
工
業

変
更
に
伴
い
工
期
を
24
年

２
月
28
日
ま
で
延
長
。

◆
工
事
名

23
年
度
道
整
備
交
付
金
事

業
町
道
寺
村
線
改
良
工
事

契
約
金
額
が
36
万
６
千
円

増
額
し
９
、
２
０
３
万
１
千

円
。

契
約
の
相
手
方

（
株
）
不
二
土
木

◆
事
故
の
概
要

23
年
７
月
29
日
に
町
道
桂

線
を
通
行
中
の
自
動
車
に
側

溝
蓋
が
跳
ね
上
が
り
損
害
を

与
え
た
事
故
。

①
内
容

町
は
相
手
方
に
９
万
７
、

８
６
０
円
を
支
払
う
。

町
及
び
相
手
方
は
、
本
件

に
関
し
一
切
の
債
権
債
務
関

係
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

◆
事
故
の
概
要

23
年
８
月
22
日
に
町
道
本

村
遅
越
線
を
通
行
中
の
自
動

車
に
側
溝
蓋
が
跳
ね
上
が
り

損
害
を
与
え
た
事
故
。

内
容町

は
相
手
方
に
11
万
１
、

８
１
６
円
を
支
払
う
。

町
及
び
相
手
方
は
、
本
件

に
関
し
一
切
の
債
権
債
務
関

係
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

◆
事
故
の
概
要

23
年
９
月
17
日
に
農
道
吾

川
東
線
支
線
を
自
動
車
で
通

行
中
に
道
路
が
陥
没
し
、
左

前
輪
が
落
ち
込
み
自
動
車
に

損
害
を
与
え
た
事
故
。

内
容町

は
相
手
方
に
23
万
８
７

１
円
を
支
払
う
。

町
及
び
相
手
方
は
、
本
件

に
関
し
一
切
の
債
権
債
務
関

係
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

■
観
光
セ
ン
タ
ー
等
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
こ
の
条
例
は
観
光
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
施
設
を
開
発
公
社

が
、
24
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
解
散
す
る
た
め
、
町
が
直

営
で
管
理
運
営
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
ダ
ム
周
辺
の

環
境
整
備
施
設
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
し
、

新
た
に
条
例
を
定
め
る
も
の
。

施
行
日
は
24
年
４
月
１
日

か
ら
。

問
　
橋
本
眞
一
議
員

こ
の
条
例
で
は
直
営
で
と

な
っ
て
い
る
が
、
指
定
管
理

を
受
け
る
も
の
は
い
な
か
っ

た
の
か
。

答
　
下
方
仁
淀
総
合
支
所
長
　

今
ま
で
開
発
公
社
が
指
定

管
理
者
と
な
り
１
年
契
約
で

や
っ
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
も

地
元
で
誰
か
い
な
い
か
と
模

索
し
た
が
、
適
し
た
管
理
運

営
を
す
る
団
体
が
い
な
か
っ

た
の
で
、
今
回
、
直
営
で
と

条
例
の
提
案
を
行
っ
た
。

観光センター



県
の
補
助
金
で
ボ
イ
ラ
ー
、

蒸
し
器
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

制
御
施
設
の
更
新
を
行
う
。

問
　
農
本
議
員

保
育
所
運
営
委
託
料
の
説

明
を
。

答
　
谷
平
教
育
次
長

保
育
園
で
主
任
加
算
や
園

児
数
の
増
加
、
ま
た
ゼ
ロ
歳

児
の
入
所
の
増
加
な
ど
で
委

託
料
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
岡
田
良
成
議
員

重
機
を
リ
ー
ス
す
る
こ
と

が
町
に
と
っ
て
安
価
な
の
か
。

月
い
く
ら
支
払
っ
て
い
る

か
。

答
　
産
業
建
設
課
長

一
台
の
重
機
リ
ー
ス
料
は

月
13
万
円
位
。

■
池
川
放
送
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

こ
の
条
例
廃
止
は
町
行
政

防
災
無
線
の
運
用
開
始
に
伴

い
20
年
３
月
31
日
を
も
っ
て

放
送
を
停
止
し
、
各
家
庭
の

受
信
機
を
撤
去
し
て
い
た
池

川
放
送
施
設
に
つ
い
て
、
県

と
の
協
議
が
終
了
し
、
24
年

３
月
末
日
を
も
っ
て
廃
止
す

る
も
の
。

（
全
員
賛
成
）

■
23
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

４
億
１
、
２
０
３
万
５
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
71
億

３
、
７
４
５
万
３
千
円
と
す

る
。

問
　
農
本
規
仁
議
員

農
業
確
立
総
合
支
援
事
業

の
説
明
を
。

答
　
吉
田
仁
淀
地
域
振
興
課
長

こ
の
補
助
金
は
沢
渡
地
区

の
第
二
製
茶
工
場
の
機
械
施

設
の
更
新
を
行
う
も
の
で
、

町
道
、
林
道
な
ど
は
幅
員

が
狭
く
、
２
ｔ
の
ダ
ン
プ
で

運
べ
る
位
の
重
機
を
使
用
し

て
充
分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
全
員
賛
成
）

■
23
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
直
診
大
崎
診
療

所
勘
定
補
正
予
算
（
第
２

号
）予

算
の
組
換
え
で
、
補
生

前
の
額
と
同
額
の
２
億
１
、

４
５
１
万
６
千
円
。

（
全
員
賛
成
）

■
23
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

213
万
８
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
11
億
６
、
１
１
４
万

円
。

（
全
員
賛
成
）

■
高
吾
北
広
域
町
村
事
務

組
合
規
約
変
更

法
改
正
に
伴
い
知
的
障
害

者
更
生
施
設
を
障
害
者
支
援

施
設
に
改
め
高
吾
北
広
域
町

村
事
務
組
合
規
約
を
改
め
る
。

（
全
員
賛
成
）
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問
　
山
口
芳
正
議
員

食
堂
、
喫
茶
店
は
、
継
続

の
考
え
か
。

答
　
仁
淀
総
合
支
所
長
　

直
営
に
な
っ
て
も
業
務
内

容
（
レ
ス
ト
ラ
ン
、
宿
泊
施

設
な
ど
）
は
、
従
来
ど
お
り
。

問
　
橋
本
議
員

池
川
の
安
居
渓
谷
宝
来
荘

の
管
理
者
が
、
来
年
３
月
で

辞
め
た
い
と
い
う
が
、
こ
れ

も
誰
も
い
な
か
っ
た
ら
直
営

に
す
る
の
か
。

答
　
大
石
町
長

宝
来
荘
は
、
現
在
や
っ
て

い
る
方
が
辞
退
し
た
い
と
聞

い
て
い
る
が
、
な
ん
と
か
地

域
で
こ
れ
を
生
か
し
て
い
け

る
方
は
い
な
い
か
、
現
在
検

討
し
て
い
る
。

（
全
員
賛
成
）

■
特
別
会
計
設
置
条
例
の

一
部
改
正

こ
の
条
例
改
正
は
観
光
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
の
管
理

運
営
を
町
が
行
う
た
め
に
必

要
な
特
別
会
計
を
設
け
て
仁

淀
川
町
観
光
セ
ン
タ
ー
等
管

理
運
営
事
業
特
別
会
計
を
追

加
す
る
も
の
。

施
行
日
は
24
年
４
月
１
日

か
ら
。

（
全
員
賛
成
）

仁淀第二製茶工場
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10
月
3
日
5
時
10
分
長
者

を
出
発
、
10
時
間
バ
ス
に
揺

ら
れ
下
條
村
に
15
時
に
到
着
。

下
條
村
（
長
野
県
）

10
月
３
日
、
15
時
30
分
か

ら
16
時
30
分
ま
で
、
下
條
村

役
場
別
館
、
３
階
会
議
室
で
、

宮
島
総
務
課
長
。

明
治
22
年
に
睦
沢

む
つ
さ
わ

村
と
陽ひ

皐さ
わ

村
が
合
併
で
下
條
村
。

昭
和
33
年
の
昭
和
の
大
合

併
で
は
、
議
会
を
解
散
し
た

が
、
合
併
に
至
ら
ず
。

平
成
の
合
併
は
、
20
歳
以

上
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
圧
倒

的
に
自
立
。
平
成
16
年
に
自

立
宣
言
。

面
積
　
３
７
・６
６
‡

人
口
　
４
、
１
７
９
人

（
２
０
１
０
年
10
月
１
日
）

村
の
木
　
ハ
ナ
ノ
キ

村
の
花
　
コ
ス
モ
ス

下
條
村
の
出
生
率
は
国

の
1.34
人
に
対
し
、2.04
人
。
村

の
人
口
４
１
７
６
人
の
0

〜
14
歳
が
710
人
を
占
め
る
。

平
成
4
年
に
伊
藤
喜
平
村

長
が
当
選
し
、
人
口
増
の
施

策
を
進
め
る
。

村
独
自
の
子
育
て
支
援
を

充
実
。

村
営
住
宅
60
fl
、
2
Ｌ
Ｄ

Ｋ
、
駐
車
2
台
で
、
3
万
6

千
円
。
飯
田
市
の
半
額
の
家

賃
、
若
い
夫
婦
に
人
気
が
あ

り
、
20
組
待
ち
。

補
助
金
は
、
入
居
の
条
件
、

家
賃
の
設
定
な
ど
し
ば
り
が

あ
り
、
起
債
、
一
般
財
源
で
、

一
棟
、
１
億
７
千
万
円
ほ
ど

で
、
９
年
か
ら
10
年
間
で
10

棟
を
建
築
、
124
戸
360
人
が
入

居
、
実
質
300
人
の
人
口
増
。

入
居
条
件
は
「
子
供
が
い

る
」「
こ
れ
か
ら
結
婚
す
る
」

「
自
治
会
、
消
防
団
に
入
り
、

行
事
へ
の
参
加
」。

平
成
16
年
か
ら
中
学
生
の

医
療
の
無
料
化
と
す
る
。
昨

年
か
ら
高
校
生
ま
で
無
料
化

を
拡
大
し
て
い
る
。

子
育
て
応
援
基
金
の
設

立
、
20
年
度
よ
り
3
年
間
で

4
億
円
積
立
て
、
利
子
が
上

が
っ
た
時
に
財
源
と
す
る
。

村
づ
く
り
は
人
づ
く
り
で

学
校
教
育
改
革
（
学
校
を
変

え
な
き
ゃ
駄
目
）、
学
力
は
学

校
に
任
せ
、
将
来
子
供
が
村

に
帰
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

ふ
る
さ
と
塾
を
19
年
か
ら
開

催
し
、
村
を
知
っ
て
も
ら
う
。

村
の
あ
ら
ゆ
る
職
種
に
携

わ
る
人
に
ゼ
ミ
形
式
で
４
〜

６
年
生
に
教
え
て
も
ら
い
、

村
を
知
る
こ
と
か
ら
入
っ
た
。

生
徒
会
議
会
は
中
学
3
年

生
が
一
般
質
問
方
式
で
行
い
、

実
際
の
議
員
質
問
で
は
無
理

だ
っ
た
案
件
も
、
生
徒
会
議

会
で
は
街
灯
800
万
円
を
村
長

が
認
め
た
経
過
が
あ
り
、
生

徒
の
言
っ
た
こ
と
が
活
か
さ

れ
る
議
会
を
実
践
。

国
際
化
時
代
に
対
応
と
、

海
外
研
修
を
7
年
か
ら
、
香

港
、
マ
カ
オ
、
台
北
へ
、
数

年
は
グ
ア
ム
島
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
で
、
3
泊
4
日
、
語
学
、

異
文
化
を
体
験
す
る
。

費
用
は
15
万
円
で
、
村
が

半
額
補
助
。

健
全
な
財
政
運
営

職
員
38
人
で
、
特
別
職
を

除
け
ば
25
人
と
な
る
。
嘱
託

が
26
人
。
住
民
千
人
に
対
す

る
職
員
数
は
、
下
條
村
は
8.16

人
。
22
年
総
務
省
調
で
類
似

団
体
は
19.6
人
。

資
材
支
給
事
業
は
、
行
政

が
全
て
や
っ
て
く
れ
る
風
潮

に
。
住
民
で
で
き
る
こ
と
は

住
民
で
や
る
方
針
を
打
立
て
、

生
活
環
境
の
整
備
、
生
活
道
、

農
道
、
水
路
な
ど
を
資
材
支

給
で
住
民
が
施
行
。

4
年
〜
21
年
ま
で
に
2
億

6
千
万
円
、
１
３
０
０
カ
所

が
行
わ
れ
た
。

天
竜
峡
イ
ン
タ
ー
が
で

き
、
愛
知
県
庁
に
1
時
間
40

分
と
便
利
が
よ
く
な
り
、
21

年
に
村
長
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
で
村
で
用
地
買
収
、
造
成

し
、
液
晶
会
社
を
誘
致
。

昨
年
6
月
創
業
で
、
業
績

が
良
く
、
同
じ
2
千
fl
を
増

築
し
て
い
る
。
雇
用
は
60
人
。

職
員
は
悪
く
な
い
、
ト
ッ

プ
の
姿
勢
次
第
と
伊
東
吉
平

村
長
は
言
う
。

議員研修報告
長野県下篠村　　　県外視察研修　2泊3日
石川県羽咋市　　　職員9人、事務局2人、職員4人

下條村　村営住宅（月36,000円　駐車場2台付）
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羽
咋
市
（
石
川
県
）

10
月
4
日
、
14
時
か
ら
16

時
30
分
ま
で
羽
咋
市
神
子
原

公
民
館
で
羽
咋
市
1
・
5
次

産
業
振
興
室
、
総
括
主
任
、

高
野
誠
鮮
氏
。

明
治
22
年
に
町
制
施
行
に

伴
い
羽
咋
町
が
誕
生
、
昭
和

33
年
に
市
制
施
行
で
、
羽
咋

市
と
な
る
。

面
積
　
８
１・９
６
‡

人
口
　
２
２
、
８
５
２
人

（
２
０
１
１
年
７
月
１
日
）

市
の
木
　
ク
ロ
マ
ツ

市
の
花
　
サ
ツ
キ

市
の
鳥
　
ハ
ク
チ
ョ
ウ

神
子
原
地
区
の
高
齢
率

54
％
を
5
年
間
で
47.5
％
に
、

限
界
集
落
か
ら
脱
却
。

平
成
17
年
に
1
・
5
次
産

業
室
、
ス
タ
ッ
フ
は
1
・
5

人
、
高
野
主
幹
と
一
人
は
畜

産
と
兼
務
。
年
間
予
算
60
万

円
。
過
疎
と
高
齢
が
問
題
で

金
額
の
問
題
で
は
な
い
。

な
ぜ
で
き
な
か
っ
た
か
、

従
来
の
や
り
方
、
何
千
回
の

会
議
、
部
厚
い
計
画
書
で
は
、

高
齢
化
は
止
ま
ら
な
い
。

切
れ
た
電
球
は
新
し
く
替

え
る
作
業
を
し
な
い
と
、
そ

の
下
で
替
え
る
議
論
で
は
明

る
く
な
ら
な
い
。
原
因
の
究

明
は
徹
底
的
に
し
、
地
域
に

合
っ
た
対
応
を
す
る
。

社
会
の
構
成
単
位
は
人
の

集
ま
り
で
、
地
域
、
市
町
村
、

県
、
国
と
な
る
。

人
の
体
で
い
え
ば
、
両
手

は
市
町
村
で
、
手
に
怪
我
を

す
れ
ば
、
治
療
と
な
る
。

今
の
社
会
は
治
療
し
な

い
。
痛
み
が
伝
わ
ら
な
い
の

が
現
状
。
治
療
、
リ
ハ
ビ
リ

を
し
、
血
流
を
良
く
す
る
し

か
な
い
。
血
は
お
金
で
、
過

疎
高
齢
化
に
は
治
療
と
リ
ハ

ビ
リ
が
必
要
。

農
家
は
販
売
を
農
協
に
任

せ
て
い
る
。
そ
の
農
協
に

「
農
協
の
協
は
、
狂
で
は
な
い

か
」
と
言
っ
た
ら
「
喧
嘩
に

来
た
か
」
と
怒
ら
れ
た
。（
後

に
理
解
さ
れ
る
）
米
価
が
下

が
っ
て
も
農
協
職
員
の
給
料

は
下
が
ら
な
い
。

農
業
者
の
一
年
間
の
所
得

は
87
万
円
、
農
協
職
員
は
約

500
万
円
、
真
剣
に
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。
農
業
の
最
大

の
欠
点
は
、
自
分
で
希
望
小

売
価
格
が
決
め
れ
な
い
こ
と
。

価
格
が
決
め
れ
る

ブ
ラ
ン
ド
化
戦
略

最
初
の
説
明
会
で
、
160
戸

中
、
100
戸
ほ
ど
が
集
ま
る
中
、

役
場
の
補
助
金
、
農
協
の
支

援
を
受
け
ず
、
自
分
で
作
っ

た
も
の
に
、
自
分
で
値
段
を

付
け
、
売
る
こ
と
を
提
案
し

た
が
、
賛
成
は
3
戸
、
他
は

「
安
く
て
も
全
量
農
協
に
出
せ

ば
、
全
部
売
れ
る
。」「
赤
字

補
填
が
な
い
限
り
」
反
対
。

役
所
で
売
り
、
売
れ
れ
ば

農
家
で
や
る
約
束
を
と
っ
た
。

山
の
清
水
で
作
っ
た
神
子

原
米
を
、
皇
室
、
ロ
ー
マ
法

王
に
献
上
を
申
し
込
み
、
ロ

ー
マ
法
王
に
献
上
と
な
っ
た

と
報
道
さ
れ
、
老
舗
の
デ
パ

ー
ト
で
裕
福
層
な
ど
へ
の
販

売
で
2
年
間
、
役
所
で
売
り
、

農
家
出
資
の
会
社
作
り
を
提

案
し
た
。

失
敗
し
た
ら
と
常
に
マ
イ

ナ
ス
思
考
。
同
じ
質
問
に
、

同
じ
答
え
の
会
議
が
45
回
開

か
れ
る
な
か
。
一
人
が
手
を

挙
げ
、「
パ
チ
ン
コ
で
2
時
間

で
2
万
円
す
っ
た
。
負
け
た

と
思
っ
て
、
２
万
円
を
出
資

す
れ
ば
150
戸
、
300
万
円
の
会

社
が
で
き
る
」
と
言
っ
た
こ

と
で
反
対
者
が
無
く
な
っ
た
。

直
売
所
、
加
工
場
を
女
性

の
意
見
を
全
て
取
り
入
れ
、

保
冷
庫
は
男
性
の
意
見
で
造

っ
た
。

19
年
7
月
に
創
業
約
半
年

で
黒
字
、
翌
年
に
は
147
戸
に

出
資
農
家
が
増
え
た
。

集
落
の
中
に
は
必
ず
賛

成
、
反
対
、
無
関
心
は
い
る
。

最
初
か
ら
赤
字
に
な
る
会

社
に
、
出
資
す
る
馬
鹿
は
い

な
い
と
い
っ
て
い
た
が
、
結

果
次
第
で
、
ど
う
に
で
も
変

わ
る
。
人
間
っ
て
面
白
い
。

鳥
帽
子
新
農
家
制
度
で
、

古
来
の
風
習
を
活
用
し
、
旅

館
業
法
、
法
の
適
用
を
受
け

な
い
で
農
家
が
都
会
の
住
民

を
受
け
入
れ
る
。

現
在
28
戸
の
運
営
、
大
学

生
を
対
象
に
夏
、
冬
場
の
2

回
受
け
入
れ
。

空
農
家
、
農
地
の
情
報
バ

ン
ク
制
度
で
、
12
戸
、
35
人

が
移
住
。
若
者
定
住
、
移
住

に
は
、
地
域
役
員
の
質
問
攻

め
を
行
い
、
決
意
を
知
り
決

定
。
お
客
様
で
は
地
域
で
不

調
和
が
起
こ
り
、
長
続
き
し

な
い
。

高
齢
化
の
地
域
に
、
岐
阜

県
か
ら
30
歳
の
夫
婦
が
移
住
。

農
家
で
カ
フ
ェ
、
レ
ス
ト
ラ

ン
を
創
業
。
一
日
平
均
35
人

来
客
が
あ
る
。

18
年
間
子
ど
も
が
い
な
か

っ
た
集
落
、
3
人
の
子
ど
も

は
お
ら
が
在
所
の
子
と
し
て

怒
り
、
ほ
め
、
育
て
て
い
る
。

オ
ー
ナ
ー
制
度
で
は
、
山

の
水
だ
け
で
作
る
米
の
オ
ー

ナ
ー
募
集
を
国
内
に
は
せ
ず
、

英
文
で
世
界
中
に
発
信
、
イ

ギ
リ
ス
領
事
官
が
オ
ー
ナ
ー

に
な
っ
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
、

国
内
募
集
定
員
40
人
に
100
組

以
上
の
応
募
と
な
っ
た
。

60
㎏
の
玄
米
、
1
万
3
千

円
が
40
㎏
が
3
万
円
。
損
か

得
か
。

オ
ー
ナ
ー
制
度
で
や
れ
る

作
物
は
全
て
や
り
、
農
家
と

の
交
流
を
図
っ
た
。

役
所
、
農
協
な
ど
の
職
員

に
は
、「
い
て
も
い
な
く
て
も

い
い
」、「
い
ち
ゃ
困
る
」、

「
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
職

員
が
い
る
が
、
そ
れ
は
本
人

の
意
識
次
第
で
あ
る
と
高
野

主
幹
は
言
う
。

（
片
岡
政
徳
）

神子原地区（羽咋市）での研修


